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advice
この図のタイトルは、ソースコードの   CALL PGENV(-1.,1.,-1.,1.,1,-2)   CALL PGLAB(' ', ' ', 'PGPLOT Example 14: PGPOLY and PGSCR')の部分で描かれている。PGENV の最後の引数を"-2"とすることによって、描画範囲は設定する(第１～第４引数)ものの枠も軸も軸のラベルも描かないよう指定している。

advice
このサンプルでは、半径方向に８段のループ(DO 50 J=1,M のループ)、円周方向に33段のループ(DO 30 I=1,N のループ)を回し、内側から外側に向かってだんだん赤の色が濃くなるような模様を描いています。色は、ソースコードの   DO 50 J=1,M      R = 1.0      G = 1.0 - REAL(J)/REAL(M)      B = G      CALL PGSCR(J, R, G, B)の部分で決められています。PGSCR は RGB の３原色で色を指定するルーチンで、その第２～第４引数(各々 0.～1. の範囲で指定)で R,G,B のそれぞれの"強さ"を指定する仕組みです。この例では、R を常に 1. にして G=B の値を内側から外へ向かって徐々に小さくすることにより、白さ(R=G=B=1.で真白、R=1.,G=B=0.で真っ赤)を加減して、外側ほど赤みの強い色を作り出しています。PGSCR で指定された色は、カラーテーブルのＪ番目(PGSCR の第１引数＝ここではループの繰り返し番号)に与えられ、後の部分で PGSCI により参照されています。（下の advice に続く）

advice
ソースコードの一番内側のループ内：          CALL PGSCI(J)          CALL PGSFS(1)          CALL PGPOLY(3,XT,YT)          CALL PGSFS(2)          CALL PGSCI(1)          CALL PGPOLY(3,XT,YT)では、予め PGSCR で割り当てた色(上の吹き出しを参照)を PGSCI で呼び出し、PGPOLY で一つ一つの三角形(その頂点を XT,YT で与えている)を描いています。この時、同じサブルーチンの組み合わせを２度繰り返して用いてあるのは、初めの組で上記の赤系色で塗りつぶした三角形を描き、次の組では同じ場所に白色(PGSCI で色指定"1")で輪郭のみの三角形を描くためです。この２度目に描く「白枠」三角形によって、赤い三角形が微妙に離れているように見えます。また、赤い三角形の間の「白い」三角形は、赤い三角形をグルッと配置することによって自然に現れたものです。


